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1．事業概要
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1-1.事業の背景と目的

◼ 流通業においては、人口減少等の影響による国内市場拡大の頭打ちや人件費高騰のため、運営コストが高くなっている状況にある。ま

た、十分に生産性を向上できていない要因とも考えられる商慣習やサプライチェーン上の在庫情報等の分断を背景として、食品ロスや返

品といった問題も生じている。こうした課題に対し、経済産業省では、ＲＦＩＤ等のＩｏＴ技術を活用しサプライチェーン上のデータの可視化等

の推進を行ってきているが、世界的にはＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータなど新たな技術が流通業の世界にも急速に広がりつつあり、また、今般の

新型コロナウイルスの影響を受け、新しい生活様式の普及が進む中で、家で過ごす時間が増えることにより、国内の電子商取引が急激

に拡大している。

◼ このような状況の中、我が国の流通業においても、新たな技術を活用することで消費者ニーズへの適切な対応や新たな接点の創出な

ど、消費者に対する新たな付加価値の提供を行っていくことが消費財サプライチェーンの持続可能な成長にとって重要となっている。

◼ そこで、本事業では、ＲＦＩＤなどＩｏＴ技術や消費者のニーズを活用した付加価値創出に向けた実証事業を実施した。
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1-2.事業内容

（１）消費者の家庭内におけるタッチポイントの可能性調査

ＲＦＩＤなどＩｏＴ技術の導入により、消費者の家庭内でどのようなタッチポイントを持つことができるか、平成３０年度ＩｏＴを活用した新産業モ

デル創出基盤整備事業「ＩｏＴ技術を活用した新たなサプライチェーン情報共有システムの開発／国内消費財サプライチェーンの効率化」（以

下「平成３０年度事業」という。）での検証結果も踏まえ、製・配・販のプレイヤーも交えて調査・検討・分析を行う。

（２）付加価値提供に関する検討

ＲＦＩＤなど新たな技術を活用し、消費者との新たなタッチポイントにより得られる情報を活用した消費者への新たなサービス（家庭内の備蓄

品の状況の把握等）や消費者向けの新たなプロモーション手法について、平成３０年度事業での検証結果も踏まえ検討するとともに、消費

者モニターを活用した実証実験を行い、結果を分析する。

（３）消費者の受容性調査

ＲＦＩＤなど新たな技術を活用した、消費者との新たなタッチポイントの構築や消費者への新たなサービスの提供について、消費者の受容性

を調査・分析する。

（４）ＲＦＩＤの望ましい貼付けのあり方の検討

製造・生産事業者、卸事業者、小売事業者等、どこでＲＦＩＤを貼り付けることが最適か、ＲＦＩＤを活用した消費者との新たなタッチポイントか

ら得られる情報やそうした情報から提供できる付加価値などを踏まえつつ、製・配・販のプレイヤーと議論・検討を行う。
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1-4.事業実施スケジュール

✓ 本事業の実施スケジュールは、以下のとおり。

2020年 2021年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

（１）消費者の家庭内におけるタッチポイントの可能性調査

（２）付加価値提供に関する検討

（３）消費者の受容性調査

（４）ＲＦＩＤの望ましい貼付けのあり方の検討

（５）報告書作成

リテールAI研究会イエナカ実証分科会 12/23 1/22,29 2/5,12 3/17,19
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2．消費者の家庭内におけるタッチポイントの可能性調査



8 Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

2-1.消費者動向
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2-1-2.働き方の多様化：非正規雇用の拡大

◼ 2018年の非正規雇用者数は2,165万人と前年から45万人増加し、非正規雇用者比率も38.3%と前年から0.4ポイント上昇している

◼ 非正規雇用者数は増加傾向が続き、頭打ちが続いていた非正規雇用者比率も再び増加に転じている

（出所） 総務省「就業構造基本調査」

非正規雇用者の人数とその比率
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2-1-3.働き方の多様化：女性の働き方の変化

◼ 女性の年齢階級別の「労働力率」は、全年代において上昇している。特に20代後半から30代の労働力は平成元年と比較して20ポイント以
上増加しており、社会人としてのキャリアを分断せずに働き続ける女性が増えている状況が読み取れる

（出所） 総務省「労働力調査（基本集計）l

女性の年齢階級別労働力の推移（平成元年～30年）
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2-2.デジタル化動向
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2-2-1.情報通信機器の保有が定着

主な情報通信機器の保有状況（世帯） クラウドストレージサービスの市場規模

世界のIoTデバイス数の推移及び予測

（出所） 総務省資料 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/data/200529 1.pdf

ICT総研資料 https://ictr.co.jp/report/20200608.html

◼ スマートフォンを筆頭に、消費者の情報通信機器の保有率は100%に近づいており、それに伴い、関連市場も拡大している
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2-2-5. GAFAによる影響力の高まり

◼ GAFA（グーグル、アマゾン、フェイスブック、アップル）のようなITプラットフォーマーがデータ市場で急成長を遂げており、その競争優位が
固定され、支配的地位となってきていることが危惧されている

G
Google

A
Amazon

F
Facebook

A
Apple

売上高 17兆円 27.9兆円 7.4兆円 27.3兆円

純利益 3.6兆円 1.2兆円 1.9兆円 5.8兆円

総資産額 29.0兆円 23.6兆円 14.0兆円 35.5兆円

研究
開発費

2.3兆円 非公開 1.4兆円 1.7兆円

５年間の株価
上昇率

約2.4倍 約6.2倍 約2.9倍 約2.4倍

懸念内容
個人情報を
過剰に蓄積

労働者の
賃金が低い

個人情報を
過剰に蓄積

独占的な地
位を利用
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2-2-6. GAFAの家庭内データ取得への浸出

◼ データ市場におけるGAFAの影響力の拡大に伴い、GAFAによる家庭内データ取得への浸出に対する懸念も指摘されている。例えば
Amazon社では、「バーチャルダッシュ」や「Dash Replenishment サービス(DRS)」、「Alexa」といった各サービスにより家庭内における
消費行動と連携している

Dash Replenishmentサービス

スマートテクノロジーが家庭内に浸出したいま、サービスの拡充により生活の利便性が向上する一方で、
消費者からは家庭内における消費動向などの個人データが企業によってどのように使われているのかと
不安視する声があがっている

例えば、プリンターからインクを再注文する場
合のように、消耗品の残量が低下したときにコ
ネクテッドデバイスから物理的な商品を
Amazonに再注文できるサービス

バーチャルダッシュ Alexa

欲しい商品のロゴ横の「注文へ進む」ボタンを2

度タップするだけで、商品が注文される。対象
商品であれば、利用者が新たにボタンを作成
することができる

Amazonでの買い物から家電操作、毎日のタ
スク管理に至るまで、AIスピーカーに話しかけ
るだけで声で簡単に操作することができる

（出所） 「Amazon.co.jp HPより引用」：https://www.amazon.co.jp/b?ie=UTF8&node=5783350051
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2-2-8.移動体通信の変遷

◼ 移動体通信はNTTの「Mova」を開始年度とすると、1991年から商用化され、最新規格である5Gは2020年から提供開始されている

回線
種類

利用目的
年度 概要 スペック

1G

ビジネスユース

1991～1999

データ通信は存在せず、通話機能のみ

端末も大きく、移動には適さない仕様だった(自動車電話やショルダーフォン)

1991年にNTTがポケットサイズ携帯電話「Mova」を開発したことで敬体可能

無線免許状が必要で、法制度は整っていなかったため多くがNTTの貸出品

⚫ NTT大容量方式

⚫ -(データ通信なし)

⚫ ショルダーフォン、自動車電話

2G

ビジネス＆

一般ユース

1993～

2Gにてデジタル通信になり、通話機能に加えてデータ通信が開始された

料金が下がったことで個人ユースの携帯電話が始まった

モバイル専用のサイトをインターネットを通じて開くことができるようになった

Eメールや写メールもこのころから始まり、パケット通信という概念ができた

⚫ PDC(2.0)cdmaOne(2.5)

⚫ 2.4Kbps～28.8Kbps

⚫ 携帯電話、PHS

3G

ビジネス＆

一般ユース

2001～

PCで見るサイトを有線で見る場合とほとんど同じように閲覧可能

スマートフォン普及も同時に始まった時期で、モバイル-PC間の大きな差が縮小された

PCと遜色ない通信量が容量圧迫を生み出し、制限に達するケースが多かった

また通信エリアの制限があり、地下鉄内で通信が途絶されるケースがあった

⚫ CDMA2000(3.0),HSPA(3.5)LTE(3.9)

⚫ ～384Kbps,～14Mbps, ～110Mbps

⚫ 携帯電話、スマートフォン、

モバイルネットワーク

4G

ビジネス＆

一般ユース

2010～

この頃より有線速度よりも高い通信速度を確保できるようになった

動画がサクサク閲覧できるようになり、ユーザーの利活用が進んだ

一方で基地局問題が解消されておらず、3Gの時と同様に容量制限が存在する

⚫ LTE-Advanced,WiMAX2

⚫ 50Mbps～1Gbps

⚫ スマートフォン、モバイルネットワーク

5G

ビジネス＆一般
＋IoTユース

2020(予定)～

効率的エネルギー利用や回線容量の増大、さらに災害時の通信安定性などの要素を

クリアする2019年現在考えられている中では最先端の規格となる

4Gと比較し、ユーザーの利便性の高まりが期待される他IoTでの活用が検討される

⚫ LTE-X (予定)

⚫ 1Gbps～50Gbps

⚫ スマートフォン、IoT関連

移動体通信の変遷

（出所）HH News＆Reports 「移動体通信の今・昔 １Gから5Gへ」https://www.hummingheads.co.jp/reports/closeup/1409/140901 01.html をMURCにて編集
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2-2-10.産業別データ利活用イメージについて

産業分類 活用目的 データ抽出機器 解析対象データ 利活用上の課題 個人情報の含有
サービス
対象者 主な関連法令等

製造業

◼ 消費者のイエナカ消費の
データ収集

◼ スマート工場による生産性
向上やコスト削減等のため
のデータ収集

◼ IoT家電
◼ RFID

◼ 工作機械
産業ロボット
センサー等

◼ 利用率
◼ 機能状況
（異常検知等）
環境情報等

◼ サービス契約の際の利用目的、
第三者提供等の条件

◼ 機械の所有者（リース元等）と
の法律関係

◼ 含む
◼ （※目的の明示、第
三者提供の際の同意
等が必要）

◼ 個人
◼ 個人事業者

◼ 個人情報保護法
◼ 民法（事業者・消
費者間の契約、
事業者間の契約）

農業

◼ 農業の生産性向上のため
の気象データ等の観測

◼ IoT環境センサー
◼ （温度計、湿度計等）

◼ 温度、湿度、照度等
の環境データ、生育
データ等

◼ センサ設置場所の所有者（農
家等）との法律関係

◼ 含まない ◼ 個人事業者 ◼ 民法（事業者・農
家間の契約）

金融保険業

◼ 自動車損害保険における
最適な保険商品提供のた
めのデータ収集

◼ 自動車、
車載センサー等

◼ 走行データ（速度、
ルート）等

◼ 専用機器を取り付けて、走行す
ることに同意した者との法律関
係

◼ 場合による
◼ ※事業者と協力者
（個人）間の契約の場
合は以下と同様）

◼ 個人 ◼ 民法（事業者間、
事業者と協力者
（個人）間の契約）

健康産業
（ヘルスケア）

◼ ヘルスケアサービスのた
めの体調データ収集

◼ ウエアラブル機器
◼ RFID

◼ IoT家電

◼ 歩数、活動量、脈拍、
体温等

◼ サービス契約の際の利用目的、
第三者提供等条件

◼ 診療情報、投薬機関や、要配
慮個人情報（病歴等）との関係

◼ 含む

◼ （※目的の明示、第
三者提供の際の同意
等が必要）

◼ 個人

◼ 個人情報保護法
民法（事業者・消
費者間の契約
（サービス約款等
を含む））
消費者契約法等

サービス

◼ スマートハウスにおける家
電制御のためのデータ収
集

◼ センサ付家電 ◼ 家電の使用データ、
消費電力データ等

◼ サービス契約の際の利用目的、
第三者提供等の
条件

◼ 個人

広告宣伝・
小売・観光

◼ 広告宣伝・小売・観光等に
おける・嗜好・需要に合わ
せた最適なサービス提供
のためのデータ収集

◼ ICカード
スマートフォン等

◼ RFID

◼ 購買データ、
位置情報等

◼ 特定多数

自動運転関連
◼ 自動運転のための、公道
での撮影データ収集

◼ カメラ ◼ 画像データ等 ◼ 不特定多数の個人情報（顔画
像等）や、著作物の画像が含ま
れてしまう可能性

◼ 不特定多数 ◼ 個人情報保護法
著作権法

（出所） 知的財産戦略本部「新たな情報財検討委員会報告書」よりMURC作成

◼ 各産業分類毎の主なデータ活用目的やそのためのデータ抽出機器、解析対象データ等は以下の通り
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2-3.新型コロナウイルスの影響による生活の変化
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2-3-1. EC利用の拡大

◼ 新型コロナウイルスの影響により、一般家庭（二人以上の世帯）におけるネットショッピングの支出額は急増

◼ 利用世帯の割合についても、2020年5月に初めて5割を超えている

（出所） 総務省統計局 https://www.stat.go.jp/data/joukyou/12.html
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2-3-2.物流現場では人手不足が加速

◼ EC市場の規模が拡大する一方、物流現場では人手不足が加速。EC需要の大幅な伸長で、多頻度・多品種・小ロット化は進み、荷主や物
流事業者等サプライチェーン全体での解決が必要な課題がより顕在化している

（出所） 厚生労働省「労働力経済動向調査」l

常用労働者の過不足状況 トラックドライバーが不足していると感じている企業の割合

（出所） 全日本トラック協会「トラック運送業界の景況感」
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2-3-3.在宅勤務・テレワークの増加

◼ 新型コロナウイルスの影響により、就業環境は大きく変化している。特に、在宅勤務を含むテレワークの導入率は大きく上昇

（出所） 東京都資料 https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/09/14/10.html
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2-4.データビジネスの課題
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2-4-1.データビジネスに関する課題(1/2)：データの利用イメージや効果・メリットが不明瞭

◼ ビッグデータを集計している企業の半数以上において、その具体的な利用イメージが明確でなく、効果・メリットも不明瞭である

（出所） 総務省 「地域におけるICT利活用の現状に関する調査研究」（平成29年）

ビッグデータに関する取組を進める上での課題
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2-5.消費財メーカーにおけるデータビジネスの課題





37 Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

2-6.消費者の家庭内におけるタッチポイント調査
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2-6.消費者の家庭内におけるタッチポイントの検討

◼ 消費者の家庭内でどのようなタッチポイントを持つことができるかについて、製・配・販のプレイヤーも交えて洗面台、キッチン、食卓、ク
ローゼットを候補として検討を行い、 （RFIDリーダ・アンテナ設置における課題および対応方法を勘案の上、洗面台およびキッチンを対象
とすることになった。

洗面台

食卓

クローゼット

収集可能な利用ログ RFID機器設置の課題および対応

◼ オーラルケア、肌ケア、手洗い、

ランドリーなど多様なカテゴリー

の利用動向把握が可能

◼ 既存の洗面台に設置した場合、

防水対応が必要

→洗面台用筐体提供で代替可能

◼ 食事やおやつの時間の把握、そ

の際に利用された飲料や菓子

の動向把握が可能

◼ 食卓へのアンテナの設置方法

や機器確保のコスト面

◼ 家庭内における衣料品の所有

状況や利用動向把握が可能

◼ アパレルの消費回転率が低い

◼ 洗濯乾燥など条件がRFIDに

とって過酷

タッチポイント評価

〇

×

×

キッチン（冷蔵庫・菓子用筐体）

◼ 冷蔵庫や菓子用筐体からの出

庫情報により、利用時間や利用

品目の動向把握が可能

◼ 冷蔵庫全ての格納スペースへ

のアンテナ設置は困難

→アンテナ設置棚への格納を依頼

〇
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2-6.消費者の家庭内におけるタッチポイントの検討

◼ 本事業の平成30年度実証からの改善点は、通常の生活行動の中で対象商品の使用ログを自動収集する仕組みを構築したことである。

平成30年度

実証

商品登録
各家庭にて購入した商品の中で、データを取得する対象品目に電子タグを張り付け、ハンディリーダーで読取り、家

庭内に流通した製品情報を取得する。

データ取得方法 電子タグを張り付けた製品を使用する都度、ハンディリーダー（冷蔵庫、洗面所）で読み取る。

本事業での

検討点

商品登録
平成30年度実証と同様、各家庭にて購入した商品の中で、データを取得する対象品目に電子タグを張り付け、ハン

ディリーダーで読取り、家庭内に流通した製品情報を取得する。

データ取得方法
洗面台やキッチン（冷蔵庫・菓子用筐体）にRFIDリーダ・アンテナを設置、通常の生活行動の中で対象商品を使用

した際、ログを自動収集する。

＜「平成３０年度実証」におけるRFID貼付対象品目＞

ポイント

懸念点

✓ 外からは見ることができない家庭内の生活における商品の使用・商品
時間や頻度などを計測することができる

✓ RFIDの読み取り精度に問題がないか、ログデータの正確な分析か
可能か等
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3.付加価値提供に関する検討
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3-1.消費者への新たなサービスや消費者向けプロモーション手法
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3-1-1.洗面台WG
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3-1-1.イエナカ（洗面台）サービス実証アイデア（1）買い物時

◼ Withコロナ時代における生活者の課題に応じたイエナカ（洗面台）サービス実証アイデアは下記の通り

体験の場 生活者課題 課題解決手法 計測手法・伝達手法 マーケティング活用

1. 買い物時

◼ イエナカ在庫を知りたい
◼ 買いダブりを防ぎたい

◼ 洗面台周辺にある商品
の一覧化サービス

◼ スマートフォンからイエナカ
在庫を確認できる

◼ RFIDデータによるイエナカ在庫
との連携

◼ 計測している商品のJANコー
ド・名称の一覧をクラウドに一
覧化

◼ 在庫の情報を押さえることで、
購買直前の状況を把握し、広
告価値とその効果を高める

2. 買い物時
◼ 買い物時に買い忘れ・二重買い
してしまう

◼ 使い終わった商品を通知
する

◼ 前日・当日の差分から廃棄を
判定し、通知する

◼ 適切なタイミングで買い忘れや
無駄遣いを防ぎブランドロイヤリ
ティを高める

3. 買い物時
◼ 買い物リストを作るのが煩わしい ◼ 無くなりそう・買った方が

良い商品が一覧化されて
送られてくる

◼ 使用開始日・回数から、買った
方がよい商品の一覧をクラウド
に一覧化、通知する

◼ 商品選定を機械化することで、
経験や勘に基づいた販促が減
り、投資効果を高める

4. 買い物時
◼ EC購入に手間がかかる・面倒く
さい

◼ EC購入を簡略化する ◼ 一覧化された在庫情報にEC
サービスへの商品リンクが表示
される

◼ ECにおける同一商品を検索す
る障壁を取り払うことで、購買
を促進する

5. 買い物時
◼ 安くEC購入したい ◼ EC購入の最安価格を表

示する
◼ 一覧化された在庫情報に最安
価格ショップが表示される

◼ 見込み顧客の誘導により、売り
逃しを防ぐ

6. 買い物時
◼ 季節に適応した生活がしたい ◼ 在庫が不足している季節

商品がレコメンドされる
◼ RFIDデータによるイエナカ在庫
数、購入頻度により、SNSから
買い忘れ通知が送られてくる

◼ 季節需要のある商品は忘れら
れやすく、世帯浸透率を高める
ことができる

7. 買い物時

◼ ブランドスイッチを後押しして欲し
い

◼ 各シーンで普段使用して
いる商品と異なる商品を
購入したらポイントが付与
される

◼ RFIDデータによるイエナカ在庫
と購買情報の連携

◼ ブランドスイッチを促すための
マーケティング施策について、既
存のマスメディアよりも効果的に
投資が行える

8. 買い物時

◼ 同一商品の複数購入を後押し
して欲しい

◼ 各シーンで普段しようして
いる商品と同一の商品を
購入したらポイントが付与
される

◼ RFIDデータによるイエナカ在庫
と購買情報の連携

◼ ブランドロイヤリティの向上
◼ ブランドからの離反を防ぐ
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3-1-1.イエナカ（洗面台）サービス実証アイデア（2）買い物時以外

◼ Withコロナ時代における生活者の課題に応じたイエナカ（洗面台）サービス実証アイデアは下記の通り

体験の場 生活者課題 課題解決手法 計測手法・伝達手法 マーケティング活用

9. 起床後・就寝前

◼ ハミガキ忘れを防ぎたい ◼ 定期時刻に歯を磨いてな
ければアラートが通知され
る

◼ 設定した時刻に歯ブラシの利
用がなければアラート通知され
る

◼ 歯ブラシの使い忘れを防ぎ、実
消費を増やすことで、買い替え
の需要を高める

10. 起床後・就寝前

◼ 良いハミガキを習慣化させたい ◼ 3分間ハミガキをしていれ
ばご褒美メールが送られ
てくる

◼ 歯ブラシの利用から終了まで3
分間以上ならご褒美メッセージ
を通知し、ポイントが貯まる

◼ 適切な利用時間によって、効
果を確実にするとともに実消費
と買い替え需要を喚起する

11. 出発時
◼ 携行品を忘れたくない ◼ 携行品を忘れた場合、ア

ラートが通知される
◼ 前日・当日の差分から廃棄を
判定し、通知する

◼ 外出時の消費を伸ばすことで、
高単価な携行品を拡大する

12. 検討時

◼ より良い組み合わせ、新しい商
品を使いたい

◼ 併用パターンからおすすめ
商品がレコメンド（化粧
品、もしくは衣料用洗剤・
柔軟剤を想定）される

◼ レコメンドロジックは要精査。同
一ブランドの新製品、別の香り
など

◼ 商品の組合せによる使用量の
増加と付加価値を高めることで、
製品をリニューアルすることなく
消費者体験を高める

13. 検討時
◼ 自分の状態や外部環境に応じ
た商品を使いたい

◼ 健康や天気など、別の情
報と組み合わせた商品が
レコメンドされる

◼ レコメンドロジックは要精査が必
要

◼ スキンケアなど気候によって使
用量を増やすことで効果を高め
る

14. 帰宅時

◼ コロナ対策をしたい ◼ 帰宅後、手洗いをし忘れ
たらアラートが通知される

◼ 端末による帰宅判定後、設定
時間内にハンドソープの利用が
なければアラート通知されるル

◼ 手洗いなどの対策についてかか
る手間を軽減し、簡素化する
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3-1-2.食卓キッチンWG
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3-1-2.イエナカ（食卓キッチン）サービス実証アイデア（1）

体験の場 生活者課題 課題解決手法 計測手法・伝達手法 マーケティング活用

1. 買い物前

◼ 固定で買うものが決まっているものは常
にストックしておきたい

◼ 登録商品自動お届けサービス ◼ RFIDによる計測 ◼ ブランドの固定化へ誘導
◼ 消費サイクルの把握

2. 買い物時
◼ 過不足なく買い物をしたい
◼ 冷蔵庫内をリアルタイムに把握したい

◼ 在庫情報の可視化 ◼ RFIDによる計測
◼ SNSにリアルタイムタイム掲載

◼ 購買～利用ジャーニーデータ補足（時
間軸）

3. 買い物後
◼ 保存方法がわからない ◼ 保存方法のアドバイス提示

◼ 正味期限のアラート発動

◼ 予定表のアラート機能 ◼ 購買量・家庭内在庫状況の取得

4. 食卓

◼ 献立を考えるのが面倒くさい ◼ 「2.」の献立アップグレード版とこ
れに合うお酒レコメンド

◼ レコメンド通知・メニュー化
◼ RFIDによる計測

◼ レコメンドへの反応データ取得
◼ レシピ再現率の把握

5. 食卓
◼ 献立がいつもマンネリ化してるので刺激
が欲しい

◼ 在庫状況に応じた献立レコメンド
と買い物リスト化

◼ 満足度アンケート
◼ 音声デバイスによる声量計測

◼ RFIDによる計測
◼ SNSで対象のチェーンと商品を登録

6. 食卓

◼ お医者さんに食事制限をかけられてい
るが、厳密に守れない

◼ 「2.」の献立アップグレード版とこ
れに合うお酒レコメンド

◼ RFIDによる計測
◼ アプリを作り、食べたモノ、飲んだ順番
を自動取得

◼ 利用者ジャーニー補足（食卓に並ぶ順
番、料理との関係性）

7. 在宅勤務時
◼ ちょっと太っちゃったよ～ ◼ 食べた分の栄養成分可視化

◼ 機能性食品レコメンド

◼ 画像データ等
◼ SNSアカウントから通知する

◼ レコメンドへの反応データ取得
◼ 健康関心層の食卓データ取得

8. 在宅勤務時

◼ 会議が続いてスカッとしたい！ ◼ ノンアルコールビールレコメンド ◼ 音声デバイスを通してSNSアカウントか
ら通知する

◼ レコメンドへの反応データ取得
◼ 在宅勤務者のノンアルコールビール飲用
状況の把握

9. オンライン飲み会
◼ ついつい飲み過ぎちゃう ◼ 飲み過ぎアラートの発動 ◼ RFIDによる計測 ◼ アラートへの反応データ取得

◼ WHOなどへのPR

10. 廃棄時

◼ ちゃんと分別して廃棄せねば ◼ 「ちゃんと捨てましたか」アラートの
発動

◼ 分別の薦め付き

◼ ゴミ箱センター設置
◼ SNSアカウントから通知する

◼ アラートへの反応データ取得
◼ SDGS取組みとしてのPR

◼ Withコロナ時代における生活者の課題に応じたイエナカ（食卓キッチン）サービス実証アイデアは下記の通り
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3-1-2.イエナカ（食卓キッチン）サービス実証アイデア（2）

体験の場 生活者課題 課題解決手法 計測手法・伝達手法 マーケティング活用

11. 買い物中

◼ ECサイトで同じ商品のばかりレコメ
ンドされる

◼ オンライン・オフラインのどちらか一方
の購入履歴にとらわれず、消費者が
「今」欲しい商品のレコメンドをECサ
イトで行う

◼ RFIDによりイエナカ在庫を把握し、オン
ライン上で購入していない購買データを
もとに顧客にレコメンドを行う

◼ レコメンドへの反応データ取得

12. 買い物中
◼ 誤って家にある商品と同じものを
買ってしまった

◼ 在庫情報の可視化 ◼ RFIDによる計測
◼ 冷蔵庫内にカメラを設置

◼ 最適購買に誘導

13. 自宅
◼ いつも使用している商品の在庫が
無くなってしまった

◼ 商品在庫が無くなるタイミングで、自
動で商品を届ける

◼ 冷蔵庫の開閉回数などで商品が無くな
るタイミングを予測する

◼ 最適購買に誘導

14. 自宅

◼ 本当に除菌できているのか不安
◼ 除菌効果を可視化して欲しい

・（内容）AR機器を通して、菌のい
るエリアが可視化される
・（体験）菌の多いエリアでスプレーす
ることで、除菌済エリアを広げていける。

・（方法）除菌スプレーの位置情報と利
用頻度のセンシングにより、どのエリアがど
れだけ除菌されているかを分析する

◼ RFIDによる計測

◼ Withコロナ時代における生活者の課題に応じたイエナカ（食卓キッチン）サービス実証アイデアは下記の通り
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3-2.付加価値提供に関する実証実験の概要
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✓ 2021年1月中旬～2月中旬の1か月間、20世帯（首都圏在住の家族世帯）において実証実験を行った。

3-2.実証実験の概要

１）概要： モニター属性・カテゴリー・期間

項目 詳細

実施期間 2021年1月18日(月)～2月14日(日) 1か月間

モニター数 20世帯（洗面台10世帯、キッチン10世帯）

モニター属性
首都圏在住
20代以上、女性、既婚、同居子どもあり（小中高） ※その他詳細条件あり

対象商品
カテゴリー

洗面台：オーラルケア、化粧品、ハンドソープ、ランドリー
キッチン：飲料、菓子、消臭剤、日配品

実施概要

モニターが対象商品にRFIDタグを貼り、実験期間中に通常の生活行動のなかで対象商品を使用
し、RFIDアンテナ等を通じてログを自動収集する。
また、リテールAI研究会WGにおいて商品カテゴリーごとに利用シーンを想定した付加価値コンセプト
案を検討し、それを踏まえたコミュニケーション施策を設定。期間中にモニターがタグ付き商品を利用
したことをトリガーとして、モニターに配布した実験専用スマホのLINEにコミュニケーション施策を通知し、
仮説検証するとともに、事前・事後アンケートにてモニターからの反応を確認する。
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3-2.実証実験の概要

２）概要： フレーム
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３）利用機材(1/3)

キッチン 洗面台

アンテナ等

ヨメテル株式会社
東京都市大学 岡野研究室
ヒロセ電機株式会社
（実験専用品を製作）

帝人株式会社
（アンテナシート）

リーダー
株式会社⽇⽴ハイテクネクサス
（HUM1901-A-AJ1）

帝人株式会社
（レコピック）

PC
（スティック型PC）

Wifiルーター
（モバイル型Wifiルーター） （モバイル型Wifiルーター）

リーダー制御ソフトウエア
機材構成等

株式会社ハヤト・インフォメーション 帝人株式会社

太字 ：事業者名
（ ）：製品名、型番等

3-2.実証実験の概要
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６）タグ貼り付け商品数(2/3)

✓ 商品（個品）数は1000を超えるが、商品の種類（GTIN)は600強。メーカー数は約200である。

✓ お菓子やお茶・コーヒー類の飲料、

スキンケア化粧品などバラエティシーキング

の傾向が強いカテゴリーはメーカー数も多く、

逆にビール系や洗濯用品など寡占度の比較的

強いカテゴリーは メーカーあたりの商品数が

多い。

✓ 仮に、メーカーサイドでRFIDタグを付けることを

仮定した場合、今回実験と同程度の情報を

得ようとする時は200以上のメーカーとの

コラボレーションが必要となる。

しかし、個々カテゴリーレベルで考えるとその特性に

よって状況は変わってくると言える。

3-2.実証実験の概要
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６）タグ貼り付け商品数(3/3)

3-2.実証実験の概要
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７）実査風景：キッチン

3-2.実証実験の概要

（出所） 消費者モニター提供
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７）実査風景：洗面台

3-2.実証実験の概要

（出所） 消費者モニター提供
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８）取得データの全体

3-2.実証実験の概要

紙

ア
ン
ケ
ー
ト

L
IN

E

ヒ
ア
リ
ン
グ

事前アンケート 期間中 事後アンケートスクリーニング
対象者
確定

調査許諾
・

対象者条件
（デモグラ、
カテゴリ利用）

施策コンセプト評価
・

RFID期待
・

カテゴリー意識・行動変容
（意向・購入頻度）

施策実施評価
・

RFID期待
・

カテゴリー意識・行動変容
（意向・購入頻度）

気持ち（幸せ）
・

食卓の写真

事前準備・
タグ貼付

R
F
ID

【商品登録情報】

対象カテゴリーの
JANコード・数量

【在庫＋使用情報】

対象カテゴリーの
JANコード・数量・
使用時間・頻度

✓ 電子タグ（RFID）から取得できる「在庫＋使用情報」のほかに、紙による「事前・事後アンケート」、LINEによる「商品登録情報」「食卓の写真」

等、多様なデータを取得した。
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✓ リテールAI研究会WGにおける議論を踏まえ、以下の8つの付加価値コンセプトを策定し、検証を行った。

９）付加価値コンセプトの一覧

分類 # コンセプト 提供価値

在庫・利用実態からの
最適な情報提供・提案

A ストックリスト 家にある商品のストックが分かる

B 使用期限のお知らせ 商品の賞味期限・交換時期を知らせてくれる

C 最適な情報のお知らせ
冷蔵庫にある食材からレシピ提案や使用状況・天気情報から

おすすめ情報を提案してくれる

D 行動サポート
子供の歯磨き忘れや、薬・サプリメントの服用管理など、

忘れがちな行動をサポートしてくれる

利用実態に基づいた
ポイント施策

E 使用・継続使用ポイント 商品を飲んだり使ったり、一定期間使い続けたら、ポイントがもらえる

F 新ジャンルお試しポイント 使ったことがない新しいジャンルの商品をお試ししたら、ポイントがもらえる

G 目標行動ポイント 飲み過ぎ・食べ過ぎをしなかったら、ポイントがもらえる

H 幸せ時間ポイント
飲んで・食べて、幸せな時間を過ごして、キャンペーンに応募したら、

ポイントがもらえる

3-2.実証実験の概要
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１０）付加価値検証コンセプトの詳細 ： 在庫・利用実態からの最適な情報提供・提案

A.外出先から、家にある商品の「ストック状況」が分かります

B.賞味期限が切れそうな食べ物や、
交換した方が良い日用雑貨品をお知らせします

C.冷蔵庫にある食材から「おすすめレシピ」を提案してくれたり、
あなたの使い方に合わせた「おすすめ情報」を提案してくれます

D.子供の歯磨き忘れや薬・サプリメントの服用管理など、
忘れがちな行動をサポートしてくれます

3-2.実証実験の概要
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１０）付加価値検証コンセプトの詳細 ： 利用実態に基づいたポイント施策

E.商品を飲んだり使ったり、一定期間使い続けたら、
ポイントがもらえます

F.使ったことがない新しいジャンルの商品をお試ししたら、
ポイントがもらえます

G.飲み過ぎ・食べ過ぎをしなかったら、ポイントがもらえます

H.飲んで・食べて、幸せな時間を過ごして、
キャンペーンに応募したらポイントがもらえます

3-2.実証実験の概要
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3-3.付加価値提供に関する実証実験の結果
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✓ 電子タグ（RFID）を用いて、ある一日における商品の利用時間を計測した。

✓ 歯ブラシについて、Eさんの利用時間を見ると、ご本人は、8時台、13時台、19時台と3回利用されており、毎食後に磨いている様子が伺え

る。一方、配偶者はランチ前の1回に止まっている。また、スキンケア化粧品について、Fさんは、11時台に「化粧水」「栄養クリーム」「その他

の化粧品」の利用が確認できる。「化粧水」は、21時台にも利用されている。

✓ 電子タグ（RFID）によるデータから、各家庭における「利用の実態」が詳細に把握でき、商品開発やコミュニケーション施策に活かせる可能性

が示唆された。（なお、本利用実態のデータ算出にあたっては、一定のロジックによるクリーニングを行っている。検知の精度向上は今後の

課題と考えられる。）

３）使用実態ログ：カテゴリー別使用時間： 洗面台モニターEさん（オーラルケア）、Fさん（スキンケア化粧品）の事例

3-3-1.実証実験の結果：ログ評価
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事前アンケートで提示した電子タグ（RFID）がある暮らしの全体コンセプト映像

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価

出典：大日本印刷株式会社 【コンセプト映像】IoT技術による「LINKED ひと・もの・いえがつながる未来」
https://www.youtube.com/watch?v=mR6lMZma9L4
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✓ ある数日間におけるストックリストの利用時間を確認した。

✓ Ｇさんは、2日の18時台に、「ヨーグルト」の在庫を確認している。また、翌日3日の18時台にも「ビール・発泡酒」「液体茶」を確認している。

✓ 事後アンケートでは、Gさんは、毎日18時前後に買い物をするとの回答があり、買い物前や買い物時に外出先から利用されている様子が伺

える。

４）個別コンセプトの評価 A.ストックリスト：カテゴリー別利用時間帯： キッチンモニターGさんの事例

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、スマートフォンに「賞味期限や交換時期をお知らせする機能」を実装し、サービス評価を行った。

４）個別コンセプトの評価 B.使用期限のお知らせ

B.賞味期限が切れそうな食べ物や、
交換した方が良い日用雑貨品をお知らせします

■実装画面■サービスコンセプト

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、電子タグ（RFID）の在庫情報や利用情報から、「あなたに合った最適な情報をお知らせする機能」を実装し、サービ
ス評価を行った。

✓ 最適な情報は、次の3パターンを用意し、在庫情報から対象者を絞り、お買い物前などの適切なタイミングで配信を行った。
①商品情報・キャンペーン情報 ②レシピ情報（利用シーン拡大） ③行動変容情報（正しい方法、気づき）

４）個別コンセプトの評価 C.最適な情報のお知らせ

C.冷蔵庫にある食材から「おすすめレシピ」を提案してくれたり、
あなたの使い方に合わせた「おすすめ情報」を提案してくれます

①商品情報・
キャンペーン情報

③行動変容情報
（正しい方法、気づき）

②レシピ情報
（利用シーン拡大）

清涼飲料・菓子計測者
に対して以下を配信

キムチ・漬物・納豆計測者
に対して以下を配信

アルコール計測者
に対して以下を配信

■実装画面■サービスコンセプト

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、スマートフォンに「行動をサポートしたり、行動変容を促す機能」を実装し、サービス評価を行った。

４）個別コンセプトの評価 D.行動サポート

D.子供の歯磨き忘れや薬・サプリメントの服用管理など、
忘れがちな行動をサポートしてくれます

■実装画面■サービスコンセプト

②行動変容を促す
アラート

アルコールの飲み過ぎ者
に対して、以下を配信

①行動変容を促すための前提情報として、
日々の使用状況を可視化

以下は、歯ブラシの使用状況を可視化した
歯磨きカレンダーの例

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、電子タグ（RFID）の使用履歴から「ポイントが蓄積する機能」を実装し、サービス評価を行った。

４）個別コンセプトの評価 E.使用実態に基づいたポイント施策：使用・継続使用ポイント

E.商品を飲んだり使ったり、一定期間使い続けたら、
ポイントがもらえます

■実装画面■サービスコンセプト

1回喫食・利用したら「喫食・利用ポイント」を、
更に3、5、7日間連続して喫食・利用し続けたら、「継続ポイント」を付与

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、電子タグ（RFID）の使用履歴から「新しいジャンルを始めて使うとポイントが蓄積する機能」を実装し、サービス評価

を行った。

４）個別コンセプトの評価 F.使用実態に基づいたポイント施策：新ジャンルお試しポイント

F.使ったことがない新しいジャンルの商品をお試ししたら、
ポイントがもらえます

■実装画面■サービスコンセプト

歯間ブラシ未利用者に対して、
新ジャンルお試しポイントを配信

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、電子タグ（RFID）の使用履歴から「飲み過ぎ・食べ過ぎなかったら（予め基準値を設定）、ポイントが蓄積する機能」

を実装し、サービス評価を行った。

４）個別コンセプトの評価 G.使用実態に基づいたポイント施策：目標行動ポイント

G.飲み過ぎ・食べ過ぎをしなかったら、ポイントがもらえます

今回の実証実験では、

個人を特定したアルコール飲用量の計測が難しかったこと、

また、カロリーの属性情報が入手できなかったため、

本サービスの実装は見送りとし、コンセプト評価のみを実施。

■実装画面■サービスコンセプト

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ 付加価値サービスとして、「飲んだり食べたりしている（幸せな時間の）様子の写真を送ってアンケートに回答してくれたら、ポイントが蓄積す

る機能」を実装し、サービス評価を行った。

４）個別コンセプトの評価 H.使用実態に基づいたポイント施策：幸せ時間ポイント

H.飲んで・食べて、幸せな時間を過ごして、
キャンペーンに応募したらポイントがもらえます

■実装画面■サービスコンセプト

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価
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✓ ポイント施策によって収集された食卓の写真は以下。RFIDの利用ログと組み合わせることで、定量・定性を合わせた実態把握ができ、より

深い生活者理解が可能となる。

４）個別コンセプトの評価 H.使用実態に基づいたポイント施策：幸せ時間ポイント ケース概要

<RFIDで計測された商品>

✓ サントリー ほろよい〈白桃とオレンジ〉 缶３５０ｍｌ

✓ 檸檬堂 定番レモン 缶３５０ｍｌ

✓ こくうま熟うま辛キムチ ３２０ｇ

事例②事例①

<RFIDで計測された商品>

✓ サントリー 東京クラフト ペールエール 缶３５０ｍｌ

3-3-2.実証実験の結果：モニター評価

（出所） 消費者モニター提供
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4．消費者の受容性調査
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✓ 電子タグ（ＲＦＩＤ）による消費者への新たなサービスの提供について、受容性を検証するため、以下の仕様にてインターネット調査を行った。

4-1.受容性調査の概要

項目 詳細

調査方法 インターネット調査

調査地域 全国

対象者条件 16-69歳男女個人

抽出方法 インテージ社マイティモニターより適格者を抽出

有効回収数 1,220s（性・年代・エリアでの母集団準拠）

調査ボリューム 本調査40問 （スクリーニングなし）

提示物

■全体コンセプト（動画）
大日本印刷株式会社
【コンセプト映像】IoT技術による「LINKED ひと・もの・いえがつながる未来」
https://www.youtube.com/watch?v=mR6lMZma9L4

■個別コンセプト（画像）
付加価値検証コンセプトA-Hの計8種類（実証実験と同様）

集計・分析仕様 ウェイトバック集計あり（性・年代・エリアでの母集団準拠）
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✓ 電子タグ（RFID）の利用意向は、使いたい計(Top3Box)で48％。男女とも、若年層において評価が高くなる傾向。「薬の飲み忘れ」「探し物に

便利」「レシピのお知らせ」「雑用のために取られる時間の無駄がなくなる」点が評価されている。一方で、「電子タグに頼って自分で何も考え

なくなる」「費用がかかりそう」「情報流出に対する安全性」等がネガティブな意見として挙げられた。

２）全体コンセプト提示後の電子タグ（RFID）利用意向・理由

4
生活様式を一変させるような技術に感じたが、それはつまり生活用品、家具、家電を一新することになるかもし
れないことなのでコストが不安になった。が、費用の具体的なイメージが掴めなかったから。 〈男性20-29歳〉

4
生活がスムーズに送れるようになり、時間や物の無駄が省けるようになりますが、電子タグに頼りすぎて頭を使うこ
とが少なくなり、衰えが気になります。 〈女性60-69歳〉

4 情報流出に対する安全性が何も言われていない 〈男性50-59歳〉

5
メニューを考えるという毎日のストレスが緩和されることなら使いたいと思うが、置いた場所を忘れるのも性格だし
思い出すことも忘れないようにすることも大切だと思う。コーデを考えるのも楽しいこと。頼りきるようになると自分で
何も考えなくなりそうだし、生活に味気がなくなりそうだから。 〈女性50-59歳〉

5
スケジュール管理やレシピの提案など、便利ではあるが自己でできる部分なので、それに頼った生活をしたくない
し、子どもにもさせたくない。 〈女性40-49歳〉

6 年齢的に無理だと思う。 操作も覚えられない。 〈女性60-69歳〉

7 なんか怖い 支配されてる感じが苦手 〈女性20-29歳〉

7 自分の記憶や価値基準で判断したいから 〈男性60-69歳〉

ポ
ジ

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ネ
ガ

利用
意向 自由回答

1
クスリの時間をよく忘れるので、教えてもらいたい。電子タグは場所を取らないのでいいなと感じた。電子タグで出
前やネットショッピングも利用できそう。 〈女性30-39歳〉

1
歳を重ねるに従い、物覚え(記憶)が悪くなる。電子タグを利用して、助けになるようなことが出来ればいいと思う。
〈男性60-69歳〉

1
一人になったので語りかけることができ、寂しさも薄れるかも。 本当に探し物があるときがあるんです。 すぐに見
つかるので出勤にも助かります。 一人なのでなかなか料理をしなくなったのですが、孫達の家に料理を届けると
きがあり、献立も教えてもらいたいけど 〈女性60-69歳〉

2
特に薬の飲み忘れとかがあるので、お知らせは便利だと思います。 物忘れもあるし、色々と安心です。 〈女性
60-69歳〉

2 雑用のために取られる時間の無駄がなくなり、もっと自分達のために時間が使えそう。 〈女性60-69歳〉

2
便利で簡単に利用できるのでこれからの子供にもいいかと思います 全ていいのかはわかりませんが障害者の方
にも使えるかと思います 〈女性50-59歳〉

3
電子タグは確かに便利だが、そのために家電を買い替えたりしなくてはならないのだろうと考えると使いたいとははっ
きりと言えなかったから。 〈女性20-29歳〉

3

前述した通り、メリットとデメリットがある。時短レシピの紹介、食品の消費期限の提示による食品ロスに繋がるの
はいい。無くした物が見つかるのも大変ありがたい。ただ、頼りすぎることによって衰える部分もあるのではないかと
危惧している。メリットとデメリットを比較したときにメリットの方が大きいかな？と思ったので、「まぁ使いたい」を選ん
だ。 〈女性20-29歳〉

3
・全てを委ねることはしたくないが、時短に活用できそうな箇所は使ってみたい ・自分で考える癖は継続したいた
め、そこを阻んでしまうような箇所には使用したくない 〈男性30-39歳〉

4-2.受容性調査の結果
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✓ 電子タグ（RFID）の詳細評価は、「革新的だ」が69％と最も高い。次いで、「情報流出が心配」が67％、「電波の影響が心配」が53％と懸念の

声も挙げられた。また、「実現性が期待できる」52％、「自分でも使える・簡単だ」が50％と、過半数を超えた。

４）全体コンセプト提示後の電子タグ（RFID）詳細評価

4-2.受容性調査の結果

※受容性調査 n=1,220
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5．ＲＦＩＤの望ましい貼付けのあり方の検討
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5.ＲＦＩＤの望ましい貼付けのあり方の検討 サマリー

✓ リテールAI研究会洗面台WGおよび食卓キッチンWGに対して、①RFIDを活用した消費者との新たなタッチポイントから得られる情報の評

価、課題、②①の情報から提供できる付加価値の評価と課題を踏まえて、③今後どこでRFIDを貼り付けることが最適か、について意見を

伺った。

項目 飲料・菓子・医薬品メーカーからの代表的な意見

①RFIDを活用した
消費者との新たな
タッチポイントから
得られる情報の評
価、課題

✓ 消費者は商品をどのような単位で（個品/ケース）、どのようなサイクルで消費されているのか（無くなったら都度
買う/ストックしている）、メーカーにとって今まで把握出来なかった非常に有益な情報が得られた。

✓ POSデータ、レシート情報を提供するサービスはあるが、購買後、いつどのように消費したのかという情報は目
新しく面白い。またファミリーなど世帯単位ではなく、個人単位の情報が得られることは価値が高い。

✓ 近年ストロング系チューハイが流行っており、本数カウントだけでは正確なアルコール摂取量を判定できないた
め、飲みすぎ判定を行うためには商品に紐づいたアルコール度数の商品マスタが必要。

②①の情報から提
供できる付加価値
の評価と課題

✓ 商品が無くなったタイミングでの新規ブランド提案や在庫を踏まえたレシピ提案など、消費者の製品在庫状況に
合わせたメッセージがマーケティングに大変有効なことが分かった。

✓ 普段どんなお菓子をいつ食べているのかが分かるため、3時のおやつ需要を踏まえて、その前に商品情報を配
信することにより、新規ユーザを獲得できた。

✓ 実証実験での取り扱いアイテムやモニター世帯の数が限られていたため、one to oneマーケティングが有効
だったが、アイテム数や対象者数が増えた場合、運営サイドにかなりの体力が必要ではないか。また、多数の
消費者それぞれにカスタマイズしたレコメンドを提供し続けられるのか。

③今後どこでRFID

を貼り付けることが
最適か

✓ 全品へのRFID貼付は厳しいが、一定数のモニターによる様々なコンテンツの仮説検証プラットフォームへの投
資は検討したい。

✓ 高級ウイスキーなどRFIDを貼付したいカテゴリーもある。飲み頃や飲み方など美味しく飲んで頂くためにRFID

セットを一緒に届けるサービスの提供などが考えられる。
✓ 既存流通チャネル向け商品へのRFID貼付は厳しいが、D2CでRFIDリーダーとセットで提供するサービスが良
いのではないか.

✓ 菓子は単価が低いため全品へのRFID貼付は困難だが、新しい商品のテストマーケティングのためのRFID貼付
は可能と思われる。
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6．まとめ
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6.まとめ

1. RFIDを活用した消費者との新たなタッチ
ポイントから得られる情報について

2. 上記情報から消費者に提供できる付加価
値について

3. RFIDを活用の消費者の受容性について
◼ 単に情報を収集するだけでなく、消費者の生活をサポートするコンテンツを提供
することで、情報漏洩やプライバシーに関する懸念を和らげることができる。

◼ 家庭内の在庫や消費期限等を踏まえたレシピ提案や新たな商品のお試し時の
ポイントプログラムなど、消費者にとって魅力的なサービス便益を提供でき、その
価値はRFIDタグのコストである5円を上回る可能性もある。

◼ RFIDを家庭内にて活用することにより、これまで分からなかった「いつ、どこで、
誰が、何を、利用した・飲んだ・食べた」等の実消費の動向をとらえることができ、
メーカーや広告代理店にとってマーケティングに有益なデータを取得できる。

◼ 本事業で得られた成果および今後解決すべき課題について、以下に示す

【本事業で得られた成果】

【今後解決すべき課題】

⚫ 家庭内の利用に向けた低価格のリーダーやアンテナの開発、またはBluetoothタグなどのリーダー不要のRFIDタグの導入。

⚫ 店頭や流通の在庫や、生産の需給調整など家庭外とのデータ連携。

⚫ サービスやコンテンツを企画運用していくための組織体制構築とデジタル人材の育成。

⚫ 家庭内消費データの利用におけるプライバシー保護に関する運用ガイドラインの整備。




